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太陽地球系結合過程の研究基盤形成

Study of coupling processes in the solar-terrestrial system
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　太陽エネルギーは放射と太陽風（高エネルギー粒子流）から構成され、前者は赤道域で、後者は極域で最大

となる。これらの特異点に２つの大型レーダーを建設し、更に全球観測網を整備する。計画期間は10年であ

り、下記の装置を導入する。 

　（１）赤道ＭＵレーダー（インドネシア） 

　（２）EISCAT_3Dレーダー（ノルウエー・スウェーデン・フィンランド） 

　（３）広域地上観測網 

　以上により太陽から地球に至るエネルギーやその変動に対する地球大気圏・電離圏・磁気圏の応答過程を知

り、領域間の結合過程を解明し、統一システムとしての定量的な理解を深める。本計画は、マスタープラン

2014および2017において重点大型研究計画に採択され、文部科学省ロードマップ2014に掲載された。現

在、各研究機関から概算要求を行っている。これまでの評価を踏まえ、引き続きマスタープランに応募して行

く。
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